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「東北地方太平洋沖地震」の影響および義援金について 

 
2011年3月11日に発生いたしました東北地方太平洋沖地震により、被災された皆さまに心よりお見舞い申し上

げます。 
 現時点で判明している当社グループへの影響および災害に対する義援金につきまして、下記のとおりお知らせい

たします。 
記 

１．被災の状況について 

当社各スクールで学習されていた受講者の皆さまについて、当社スクール内での被害は発生しておりません。

また、講師および当社グループの役職員等の人的被害は発生しておりません。 
設備に関しては、仙台校の什器備品の倒壊および天井パネルのズレ等の発生により、安全のため営業を休止し

ておりましたが、3月26日より営業時間を短縮したうえで再開することとなりました。 
関東各拠点については、地震による直接の被害は発生しておらず、3月18日までは営業を自粛しておりまし

たが、現在は原則として通常営業としております。ただし、計画停電の影響がある拠点の夜クラスは休講として

おります。詳細につきましては当社ホームページ（http://www.tac-school.co.jp/）をご覧ください。 
 
２．業績への影響について 

このたびの震災による当社連結業績への影響につきましては現在調査中でありますが、定性的には次の点に影

響が及ぶとともに、今後の課題として認識しております。 
① 個人教育事業：東北地方の通信受講生への物流網の復旧、計画停電の長期化による関東各拠点の夜クラス講

義の休講・Webフォロー等の追加コストの発生等 
② 法人研修事業：企業研修の実施先送りによる期ズレの発生、各大学の入学時期・前期講義開始時期の後ズレ

による大学内セミナーへの影響等 
③ 出版事業：東北地方の書店の流通在庫に係る損失・返品増大に伴う引当金の追加計上等 

 
３．災害に対する義援金について 

当社は、被災された皆さまの救済ならびに被災地の復興に少しでもお役に立ちたいと考え、当社役職員・講師・

受講者の皆さまに対してマッチングドネーション（集まった額と同額をTACが負担して寄付する仕組み）によ

る義援金を呼びかけております。集まった義援金は、東北地方でも特に被害の大きかった地方自治体（岩手県・

宮城県・福島県およびTAC校舎のある仙台市）に分配のうえ、直接寄付する予定であります。 
義援金は4月28日（木）まで受付け、結果につきましては後日公表いたします。 

 
 
被災地域の皆さまの安全と一日も早い復興を社員一同心よりお祈り申し上げます。 

以  上 


